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現況
9.9

1.2 1.20.50.5 3.25 3.25

計画

起終点 ：自 福島県いわき市好間町

北好間字清水

至 福島県いわき市好間町

北好間字猪ノ鼻

延長 ：２.２ｋｍ

幅員 ：１１.０ｍ（完成２車線）

道路規格 ：第３種２級

設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

事業化 ：平成２３年度

都市計画決定：―

用地着手 ：平成２５年度

工事着手 ：平成３０年度

事業費・進捗率

１．事業の目的と概要 一般国道４９号 北好間改良

き た よ し ま

○事業目的

○計画概要

標準横断図

よ し ま ま ち

し み ず

全体事業費
(うち用地補償費)

執行済み額
(うち用地補償費)

全体進捗率※

(用地進捗率)

H29
再評価時

(うち用地補償費)

完成
50億円

(7億円)
16億円
(4億円)

33%
(55%)

約50億円
(7億円)

き た よ し ま い の は な

［単位：ｍ］
11.0

1.5 2.5 0.75 7.0 0.75 0.5

3.5 3.5

社会情勢の変化等

※進捗率は令和２年３月末時点

北好間改良
延長2.2㎞
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いわき中央IC 至
い
わ
き
市
街

北好間改良

福島県

山形県 宮城県

岩手県

秋田県

青森県

：開通済
：事業中 ：評価対象区間

：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

その他道路凡例凡 例

道路種別

道路種別
：4車線
：2車線

その他凡例

：市役所

：役 場

：断面交通量

よ し ま ま ち

1

・渋滞箇所における交通容量の確保と混雑緩和

・線形不良区間の回避による交通事故の削減

Ｔ’15=17,006
（台/日）

Ｔ’1５=11,131
（台/日）
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49

Ｅ6
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２．前回再評価時からの周辺環境等の変化 社会情勢の変化等

広域図

小名浜港
お な は ま こ う

Ｅ6

Ｅ49

小名浜道路
8.3km

お な は ま

６

いわき勿来ＩＣ
なこそ

（仮）いわき小名浜ＩＣ
お な は ま

いわき湯本ＩＣ
ゆもと

いわき中央ＩＣ
ちゅうおう

いわき四倉ＩＣ
よつくら

いわきＪＣＴ

いわき三和ＩＣ
みわ

常磐バイパス
27.7km

じょうばん

勿来バイパス
4.4km

H27年度事業化

な こ そ

H29年度
全線4車線開通

小名浜臨海

小名浜中央

山田インダストリアルパーク

いわき中部

野田

銭田
岩ヶ岡

常磐鹿島

いわき好間中核

いわき四倉中核

至 東京都

至 仙台市

(仮)添野IC
そえの

(仮)泉下川IC
いずみしもかわ

(仮)山田IC
やまだ いずみ

なこそ

うえだ

いわき

ゆもと

うちごう

くさの
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アクアマリン
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新小名浜
魚市場
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スパリゾート
ハワイアンズ

福島県

茨城県
おおつこう

おがわごう

いわき市

古殿町

至 郡山市

至

白
河
市

北茨城市

いわき市役所

６

６

289

399
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北好間改良
２.２㎞

き た よ し ま
◆平成29年度

常磐バイパスが全線４車線開通

ひ ろ の

常磐自動車道
4車線化
27km

（いわき中央IC
～広野IC）

じょうばん

ちゅうおう

2

凡例

： 開通済
： 事業中
： 前回評価時からの

変更箇所

その他道路凡例

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ６車線
： ４車線
： ２車線

車線数



◆いわき中央IC入口交差点では、通勤時間帯にいわき市内へ向かう上り方向で、渋滞が発生し、通勤・通学に支障を与えている。
◆いわき中央IC入口交差点を改良し交通容量を確保することにより、混雑緩和が期待される。

３．事業の必要性 （１）交通容量の確保と混雑緩和
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北好間改良 延長2.2㎞
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▼北好間改良区間の渋滞発生状況と旅行速度
①国道49号の混雑状況

（㎞/ｈ）

平日7～8時台
平均
上り方向

上り方向
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R1.11.29撮影

＜バス会社の声（R1年12月ヒアリング結果）＞
・国道49号北好間の区間は、通勤時間帯の渋滞が激しいため、バス
は渋滞を加味したダイヤを設定している。
・大型車の走行も多く、道路が狭いため、大型車とすれ違う際には減速
してしまい、後続車にも影響があると思われます。

資料： ETC2.0（R1.9-11月平日上り）
※10/13～10/31を除く(台風19号の影響を考慮)

交差点を先頭に
渋滞が発生

旧好間第3小学校

いわき中央IC
入口交差点

Ｅ6
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磐城国道管内49号
平均旅行速度 49.4km/h

至 郡山市

至 いわき市街

R1.11.29撮影

②バスと大型車のすれ違い状況

至 いわき市街

至 郡山市

②

①



◆北好間地区の単路部では、急勾配や急カーブといった線形不良区間があり、重大事故や死亡事故が発生。
◆バイパス整備により対象区間の走行性・安全性が向上し、交通事故削減が期待される。

３．事業の必要性 （2）線形不良区間の解消と交通事故の削減

4

▼交通事故の状況
（地点②）

▼見通しの悪い急カーブ
（地点①）

▼重大事故率(H21-H30)
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東北直轄
国道平均

対象区間

約３倍

▼死亡事故率(H21-H30)
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東北直轄
国道平均

対象区間
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（件/億台キロ）

至 いわき市街

至 郡山市
R1.11.29撮影 H29.6.8撮影

至 郡山市

至 いわき市街
20m

40m

100m

60m

80m

標高

5.6%

5.5%

5.9%

資料：H21-H30イタルダデータ、道路台帳
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（仮）新好間橋
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▼北好間改良並行区間の線形不良及び交通事故発生状況

5.5%
5.6% 5.9%

重傷事故
死亡事故

Ｅ6
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旧好間第3
小学校

【縦断勾配】

現道
北好間改良

現道は急勾配区間が続く

①

②

（件/億台キロ）

5.9%

5.9%

2.5%

4.9%

1.1%
0.4%

4.7%

0.4%4.3%

4.7%

0.8%
4.6%

2.3%

※重大事故：死者又は重傷者を生じたもの



３．事業の必要性 （3）走行安定性の確保

左
右
加
速
度

▼平成29年9月29日救急搬送時の左右加速度の発生状況
（内郷消防署三和分遣所→いわき中心部付近への救急搬送）

左右
±0.15G
以上

最高血圧の変動量が
10mmHgを超過する傾
向が強く，傷病者の安静
度に影響を与える

左右加速度

急カーブ
・急ハンドル

出典：救急車による加速度調査結果（H29.9.29）
救急車に搭載した加速度計測機器で実際の救急搬送中に生じた左右加速度をグラフに表示

▼救急搬送イメージ

-0.30
-0.25
-0.20
-0.15
-0.10
-0.05
+0.00
+0.05
+0.10
+0.15
+0.20
+0.25
+0.30

北好間改良

至
郡
山
市

至
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市
街

±0.15G以上

平バイパス

搬送先
・福島労災病院
(二次救急医療機関)

いわき市医療センター
(三次救急医療機関)

北好間改良の区間では、
傷病者に影響を与える左右加速度が頻発

(G)

道幅が狭く、緊急走行が困難
減速・加速の回数が増え、傷病者の負担増

高加速度
集中発生

＜内郷消防署三和分遣所救急隊員の声
（R1年12月ヒアリング結果）＞

傷病者の症状によっては、カーブ等で生じる
振動に気を付ける必要がある。
国道49号北好間の区間は、カーブのきつ
い区間が連続しているため、特に揺れに気
を付けて走行する必要がある。

出典：地域の医療を支援する道路構造の分析・評価
【第27回日本道路会議】

Ｅ6
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◆いわき市西部の三和地区から出動する救急搬送では、主に国道49号が利用され、いわき市中心部付近の救急医療機関等に搬送さ
れている。

◆実際の救急搬送中の加速度データを取得したところ、搬送傷病者へ悪影響を及ぼすとされる±0.15Ｇ以上の左右加速度は、北好間
改良区間で頻発し、救急搬送中の安定性を阻害。

5

み わ

うちごう



４．コスト縮減の取組み事例 （擁壁高の変更）

■擁壁高（支持層）の変更によるコスト縮減

6

補強土壁基礎部
⇓

岩着を計画

補強土壁基礎 ⇒埋土（岩ズリ）
↓

補強土壁高： 低
↓

補強材長： 短

擁壁高の変更（－０．１７億円）
○当初計画：０．４８億円
・ 擁壁基礎部を強固な地盤に定着させることを計画

○変更計画：０．３１億円
・ 擁壁施工箇所に別途発生した岩ズリを盛土し、擁壁の根入
れ長を短縮

当初計画 変更計画 変動

擁壁高さの見直し ０．４８億円 ０．３１億円 -０．１７億円

合計 ０．４８億円 ０．３１億円 -０．１７億円

断面図

正面展開図

岩ズリ盛土 岩ズリ盛土 岩ズリ盛土



５．事業の投資効果

H２９前回（全体）

●Ｂ／Ｃ＝１．３
○計画交通量（Ｈ４２） １０，７００台/日

●Ｂ／Ｃ＝１．５
○計画交通量（Ｈ４２） １０，７００台/日

H２９前回（残事業）
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●Ｂ／Ｃ＝１．１
○計画交通量（Ｒ1２） １０，６００台/日

○純現在価値（ENPV） ７．２億円

○経済的内部収益率（EIRR） ４．７％

基本
ケース

感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

+10％ -10％ +10％ -10％ +2年 -2年

費用C（現在価値） 54 54 54 56 52 53 55

事業費（億円） 45 45 45 47 43 45 45

維持修繕費（億円） 8.9 8.9 8.9 8.9 8.9 8.2 9.6

便益B（現在価値） 61 80 41 61 61 56 66

走行時間短縮便益（億円） 43 61 25 43 43 40 47

走行経費減少便益（億円） 15 16 13 15 15 14 16

交通事故減少便益（億円） 2.7 2.5 2.8 2.7 2.7 2.5 2.9

B/C 1.1 1.5 0.8 1.1 1.2 1.1 1.2

R２今回（全体）

※基準年（令和2年度）における現在価値換算した金額

R２今回（残事業）

●Ｂ／Ｃ＝２．０
○計画交通量（Ｒ1２） １０，６００台/日

○純現在価値（ENPV） ３１億円

○経済的内部収益率（EIRR） １０．４％

基本
ケース

感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

+10％ -10％ +10％ -10％ +2年 -2年

30 30 30 32 28 29 31

21 21 21 23 19 21 22

8.9 8.9 8.9 8.9 8.9 8.2 9.6

61 80 41 61 61 56 66

43 61 25 43 43 40 47

15 16 13 15 15 14 16

2.7 2.5 2.8 2.7 2.7 2.5 2.9

2.0 2.7 1.4 1.9 2.2 1.9 2.1

※基準年（令和2年度）における現在価値換算した金額



６．事業の必要性に関する視点

１０．対応方針（原案）

８．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

９．地方公共団体等の意見

・福島県知事の意見

国の対応方針案については、異議ありません。

なお、東日本大震災からの復興を支援するため、早期完成に努めてください。

１）事業を巡る社会情勢等の関する視点

事業目的である、交差点改良による交通容量の確保と混雑緩和、線形不良区間の解消による交通事故の削減が必要な

状況は変化していない。

２）事業の投資効果 B/Cは事業全体で１．１、残事業で２．０を確保。

３）事業の進捗状況 R２年３月末時点で進捗率約３３％。

事業継続

（理由） 交差点改良による交通容量の確保と混雑緩和、線形不良区間の解消による交通事故の削減等のため、早期整備の

必要性が高い。

７．事業の進捗の見込みの視点

〇開通時期は、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定。

〇擁壁基礎構造の見直しによるコスト縮減を図るとともに、引き続きコスト縮減を検討しながら事業を推進していく。
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11.事業の進捗状況

一般国道49号 北好間改良工事進捗状況

位置図
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福島県

R1.9.25撮影

Ｅ6

至 郡山市

至 いわき市街
③ 終点側からの空撮

② 起点側からの空撮

②

R1.9.25撮影

施工中 施工済み

R2.11月現在凡例

(仮)新好間橋
157ｍ

R2.9.11撮影

北好間改良

出典：地理院地図に道路情報等を追記して掲載


